
バイオインフォマティックスとIT

バイオ、脳科学、情報学、デバイス工学など、様々な学問分野の融合には、互いの深い理解が不
可欠であり、また、それに対応できる人材の確保と育成が社会的に求められています。北九州市
立大学環境技術研究所では、2021年より文部科学省共同利用・共同研究拠点に認定され、バイ
オと情報の融合を目指した研究を行っています。一方、近隣の産業医科大学には実際の医療現場
があり、研究の出口になり得る場所であることから、産業医科大学と北九州市立大学環境技術研
究所が経験談などを交えた講演会を通じて、交流を深めていくのは大変有意義であると考えます。
今回、全３回の合同講演会を企画しました。是非ご出席いただけますようご案内申し上げます。

第2回: 2023年  9月11日(月) 18:00～20:30

会場：産業医科大学2号館2201室
～Zoomハイブリッド講義～

参加
無料

産業医科大学＆北九州市立大学 合同講演会

第3回: 2023年 11月20日(月) 18:00～20:30

第1回: 2023年6月26日（月）18:00～20:30 終了しました

18:05～18:50：〔講演1〕
「スパースモデリングの基礎と制御応用」
北九州市立大学 准教授 池田 卓矢 
スパースモデリングとは，解析対象のスパース性と呼ばれる零値の程度を積極的に活用した数理的手法
をいい，少量データから元の情報を推定・復元することに長けています．主には信号処理や画像処理な
どのデータ科学分野にて発展してきた技術ですが，近年は講演者が所属するシステム制御分野への応用
も盛んに行われています．本講演では，この数理的手法の基礎を概説するとともに，システム制御にお
ける最近の研究例，およびPythonを用いた最適化ツールによる計算方法を紹介します．

18:55～19:40：〔講演２〕
「形状記憶合金およびITを利用した手術機器およびリハビリ機器の開発研究」
北九州市立大学 准教授  長 弘基 
まるでゴムのような特性を有する金属「形状記憶合金」は、すでにステントやガイドワイヤーなど医療
機器に広く応用されており、その変形と形状回復挙動をシミュレーションすることは重要です。形状記
憶合金を用いた医療機器の研究開発と、それに必要なコンピュータシミュレーション、さらに近年新し
く開発されたリハビリ機器と、ITを用いたリハビリシステムの構想について紹介します。

19:45～20:30：〔講演３〕
「社会実験RCTにおけるバイアスと対策の試み」
北九州市立大学 教授 加藤 尊秋
医薬品の治験等で活用されているランダム化比較試験(RCT)は、様々な分野の社会実験でも使われてい
るが、二重盲検の適用が難しいなど、厳密なRCTの手順を守れない場合も多い。節電行動等のRCTを例
に、バイアスの発生状況や実験群と統制群の属性に差が生じてしまった場合のマッチング手法などを紹
介します。

第3回: 11月20日(月) 18:00～20:30

第2回: 9月11日(月) 18:00～20:30

「数理最適化や人工知能に基づく画像処理」北九州市立大学 准教授 松岡 諒
「大量のDNA配列データから標的微生物のゲノムを構築する」北九州市立大学 准教授 柳川 勝紀
「細胞研究にシミュレーションを活用する」北九州市立大学 准教授 木原 隆典

詳細・参加登録は、北九大拠点化HPへ→
https://www.kitakyu-kyoten.com



■講師プロフィール■

北九州市立大学 国際環境工学部 機械システム工学科 准教授 池田 卓矢 
2019年3月京都大学大学院情報学研究科数理工学専攻博士後期課程

修了。同年4月北九州市立大学国際環境工学部講師を経て、2022年4
月同大学准教授となり現在に至る。機械学習や凸最適化手法を用いた制
御システムの解析・設計に関する研究に従事．博士（情報学）。IEEE 
CSS Roberto Tempo Best CDC Paper Award，NEC C&C財団
C&C若手優秀論文賞などを受賞。

北九州市立大学 国際環境工学部 機械システム工学科 准教授 長 弘基 
2006年3月 筑波大学大学院数理物質科学研究科修了博士(工学) 取得。
同年4月富山工業高等専門学校環境材料工学科助手、2008年3月大分
大学工学部福祉環境工学科助教を経て、2013年4月より現職。専門は、
属工学, 金属組織学, 材料工学, 材料力学。

北九州市立大学 国際環境工学部 環境生命工学科 教授 加藤 尊秋
1996年9月に東京工業大学大学院理工学研究科博士課程を修了後、
University College London客員研究員、東京工業大学大学院社会理
工学研究科助手、北九州市立大学国際環境工学部准教授を経て現職。
専門は、環境政策、および、リスク管理政策の評価。
ベトナムやカンボジアの廃棄物活用、水素エネルギーの家庭での活用、
組織連携を重視した防災訓練の開発と普及などに取り組む。また、北九
州市立大学「地域興し博士プログラム」（日本科学技術振興機構「次世
代研究者挑戦的プログラム」採択）事業統括として地域の企業や行政機
関と連携して博士後期学生を育てる取り組みを実施中。

2023年9月11日(月)
18:00～20:30
産業医科大学2号館2201室
～Zoomハイブリッド講義～

公立大学法人 北九州市立大学
環境技術研究所
文部科学省「超高齢化社会に対応する
先制医療工学研究拠点」事務局 

担当：三村
kyoten@kitakyu-u.ac.jp

産業医科大学＆北九州市立大学 合同講演会

第２回合同講演会
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■アクセス■

【お問い合わせ】

学校法人 産業医科大学
大学事務部研究支援課
担当：江島
kenkyushien@mbox.pub.uoeh-u.ac.jp
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